
 

つながる鎌倉エール事業 

令和６年度実施事業報告会 各取組の講評 

 

■協働コース 

１ 野村総研跡地を魅力ある場所に プロジェクト （山桜を守る会） 

① 評価できる点 

 環境整備の活動において行政側で基盤整理をし、市民側で行政の手が届かない範囲を整備すると

いう役割分担の構図は協働の進め方として理想的であり評価できる。 

 協働において市役所だけでなく自治会や他団体（青空自主保育なかよし会メンバー）と連携しなが

ら環境整備をしていた点が素晴らしい。 

 

② 課題点 

 予算において土木分野の重労働に対する適正な人件費が確保できておらずボランティアベースに

なっている点や、人員不足とスタッフの平均年齢を踏まえると今後の活動の継続性に懸念が残る。 

 事業開始時に年間のスケジュール調整および役割分担の明確化されることが必要。 

 

③ 今後のアドバイス 

 鎌倉市内の同じような課題を抱えた地区に対して、これまでの活動を研修プログラムとして展開

できるよう他団体とも協力し合いながら、他地区への波及を目指していってほしい。 

 協働の利点を活用し、行政と共に戦略的に自分たちの活動内容を地域に波及させることで、地域全

体を巻き込みながら若い世代や他団体との繋がりをつくり、今後も継続的に活動を行ってほしい。 

 

２ 子どもがつくるローカルマガジン「ことこと」（NPO法人マナビノキ） 

① 評価できる点 

 子どもたちが地域課題に触れることで、地域愛を育むと同時に地域課題解決への意識が芽生え、地

域人材の育成に繋がった点が評価できる。 

 協働において地域のつながり課で目指すシビックプライドの醸成とマナビノキの事業の方向性が

明確であったため、お互いが必要とする点を活動の中で補い合いながら進められており協働の事

例として評価できる。 

 協働を通して行政の立場で可能な教育現場へのアクセスを活用し、公立の小学校や中学校含め鎌

倉市全域の子どもたちに活動内容を発信できたことで、多様な子供たちが集まり活動を通して交

流が深まった点が評価できる。 

 

② 課題点 

 活動を通して、子どもたちが作成した成果物に対して賃金を設けるなど、働くこととは何かという

ところまで学びを繋げられたらさらに良かった。 

 

③ 今後のアドバイス 

 今回の活動の成果物やプログラムを整理し価値を明確化することで今後の活動に還元していって

ほしい。 

 体験格差が叫ばれている昨今、市の助成制度を活用していることの意味として、例えば、困窮家庭

のお子さんには、3,000円の参加費を免除する等の措置を行うなどがあっても良いのではないか。 



 

■スタートアップコース 

３ 「聞き書きボランティア養成講座」主催（あしあと） 

① 評価できる点 

 共生社会の実現に向けて、社会参加が難しい方々が聞き書きの講座を通して社会とつながりを持

ち、様々な人との交流を持てる活動内容はとても価値がある。また、高齢化社会において聞き書き

の活動は今後非常に大事になると思われ、その効果が大いに期待される。 

 新たな会員を６名獲得したことで団体としての基盤強化につながったと思われる。 

 提案書やチラシを作成して福祉団体や自治会等へアプローチを進めている。 

 

② 課題点 

 資金繰りや講師育成の問題があり今後の活動の継続性に懸念が残る。 

 生涯学習にとどまらないよう課題の明確化や今後の対応について再考する必要がある。 

 

③ 今後のアドバイス 

 有名講師に頼っている現状があり、団体としての自立の妨げになってしまう点が懸念されるため、

今後は有名講師のみに頼る体制から、自分たちで活動を周知し、裾野を広げていく取組に焦点をあ

て持続可能な活動をつくっていってほしい。 

 

 

4 多世代交流と居場所作り事業（6+ｃａｆｅ） 

① 評価できる点 

 新たな「本の駅」設置の取り組みは、短期間で地域に根付きつつあり、地域全体を巻き込みなが

ら今後も拡大していく見通しがあり素晴らしい取組として評価できる。 

 地域の居場所づくりや孤立解消など福祉的な役割を果たしている。 

 特別養護老人ホーム「ふれあいの泉」への出張コミュニティカフェ運営事例など、地域内外への活

動範囲拡大や人材発掘の可能性があり評価できる。 

 

② 課題点 

 予算規模の縮小や寄附金額の不安定さによる資金難の課題や人手不足の課題がある中で、2、3年

先を見据えた収支計画や人材確保の見通しが不透明である点が懸念される。 

 団体としてのミッションや目的が明確でない点があり、今後の方向性や目指すべき姿についての

議論が必要である。 

 

③ 今後のアドバイス 

 小規模イベントでの募金箱設置や、必要備品や食器の寄付を募るなど、地域住民や他団体のノウハ

ウやネットワークを活用することで、消耗品購入費の削減や活動の幅を広げ、経費の削減や人員確

保に動いてほしい。また、移動式図書館や企業との協賛・連携にも挑戦してほしい。 

 今後の安定的な運営や資金調達拡大のため、人材の参画や、今後の継続性を考慮した場合、法人化

の可能性にも目を向けてほしい。 

 

 



 

5 まちづくり事業（鎌倉小町まちづくりラボ） 

① 評価できる点 

 神社のような公共性がある場所を拠点にすることで、市民が参加しやすいという利点があり評価

できる。鎌倉には神社が多くあるため活動を水平展開し今後に繋げていってほしい。 

 

② 課題点 

 今後活動を継続していくにあたり会費や外部収益、寄付の拡大が必要不可欠である。 

 広報活動に偏りがあるため、団体としての周知が不十分であることが懸念される。また、参加者は

いるが企画から関わる担い手がいないという課題もあり団体の人員確保が必要である。 

 

③ 今後のアドバイス 

 小町地域内だけでなく、地域外の小町好きな人も巻き込むのであれば、口コミを中心により広い地

域へ発信する手段を検討しつつ、団体としての広報活動も行っていってほしい。 

 自治会・商店会の役割分担の難しさがあるため、課題の整理をしたうえで活動を進めていってほし

い。 

 

 


